
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】雨水を受ける建物の平面部に所定間隔で設
けられ、ストレーナを介して前記雨水を取り込む排水た
て管、排水横引管及び雨水たて管を接続した雨水管系統
からなるルーフドレン構造において、
前記ストレーナは、上部直管と該上部直管下端に接続さ
れた下部エルボ管とからなる略Ｌ字形をなす通気管を、
前記上部直管の上端が該ストレーナから所定量だけ突出
するように内部に収容支持し、該収容支持状態で前記下
部エルボ管の先端を前記排水横引管の下流側に所定長さ
だけ突出するようにしたことを特徴とするルーフドレン
構造。
【請求項２】前記ストレーナの排水流入口に、雨水を左
巻き螺旋渦状に誘導する整流フィンを配設したことを特
徴とする請求項１記載のルーフドレン構造。

【請求項３】前記排水横引管は、内部に通気スペースを
画成する隔壁が所定範囲にわたり形成され、前記通気ス
ペースの端部に前記下部エルボ管先端を接続したことを
特徴とする請求項１記載のルーフドレン構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】本発明は、ルーフドレン構造に係
り、特に雨水排水系統の排水たて管基部での満流状態に
よる管閉塞を防止するようにしたルーフドレン構造に関
する。
【０００２】
【従来の技術】建物の排水系統の構造は、ポンプ圧送の
部分などを除いて、そのほとんどが無圧力系統、すなわ
ち大気圧下式からなり、排水時の満流状態を防ぐ設計が
行われている。通常、排水立て管の基部においては、水
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管の先端を前記排水横引管の下流側に所定長さだけ突出
するようにしたことにより、前記排水横引管の一部に突
出した前記通気管の下部エルボ管先端を形成された前記
水のピストン部分を通過させるように突出させることが
でき、排水横引管内の前記水のピストンを挟んだ上流と
下流との管内気圧差を解消し、全体を大気圧に保持でき
る。
【００１２】前記ストレーナの排水流入口に、雨水を左
巻き螺旋渦状に誘導する整流フィンを配設することによ
り、流入した雨水が前記排水立て管内部の管壁廻りに沿
って螺旋渦状に流下するようになり、前記状態の流速Ｖ
1に対して、管内摩擦の影響や流下高さを長くとれるこ
とにより減速し、エルボ部を通過する流速Ｖ3は、前記
排水横引管の流速Ｖ2とほぼ等しくなり、前述した水の
ピストンを形成することなく、前記排水横引管を経由し
て流入した雨水を雨水たて管に流せるようになる。
【００１３】請求項２記載のルーフドレン構造では、該
ルーフドレン構造が満水状態になった場合にも雨水の流
れが、前記上部直管が一般排水系統で施工される伸頂通
気管と同等の通気効果が得られ、満水による詰まり現象
を緩和できる。
【００１４】前記排水横引管の内部に通気スペースを画
成する隔壁が所定範囲にわたり形成され、前記通気スペ
ースの端部に前記下部エルボ管先端を接続することによ
り、前記排水横引管内の断面が満流状態になっても、前
記通気スペースにより常に通気層を確保できる。
【００１５】
【実施例】以下、本発明によるルーフドレン構造の一実
施例について添付図面を参照して説明する。本発明によ
るルーフドレン構造は、図１に示したようにろく屋根構
造の屋上スラブ１の所定位置に埋設されたルーフドレン
本体１０と、このルーフドレン本体１０に固着されたス
トレーナ１１と、ストレーナ１１の上端位置から突出し
た上端とルーフドレン本体１０内を貫通し、排水たて管
２１内に延在する通気管１２と、ルーフドレン本体１０
の内面に形成された整流フィン１３と、排水たて管２
１、排水横引管２２、雨水たて管２３とからなる雨水排
水管系統２０とから構成されている。
【００１６】このうち、ストレーナ１１は図１～図３に
示したように半球状をなし、縦状スリットが形成された
鋳物製品である。スリット形状は公知のストレーナ１１
と同様に雨水の流入に伴って流れてくる土砂、ゴミ、木
の葉等を適度に遮断するとともに、雨水の流入を妨げる
ことのない程度の通水面積を有している。上端にはリン
グ１１ａが形成されていて、このリング１１ａ位置に通
気管１２のカラー１２ａが支持されるようになってい
る。なお、ストレーナ１１の形状は半球状に限られず、
ドーム状、平板状等公知の種々の形状のものに上端リン
グ１１ａを形成したものであれば良いことは言うまでも
ない。

【００１７】通気管１２は上部直管１２Ａと下部エルボ
管１２Ｂとからなり、上部直管１２Ａの所定位置にカラ
ー１２ａが形成されている。上部直管１２Ａはストレー
ナ１１のリング１１ａを貫通し、カラー１２ａより下側
がルーフドレン本体１０及び排水たて管２１内に収容さ
れている。そして上部直管１２Ａの下端に下部エルボ管
１２Ｂの上端が接続されている。下部エルボ管１２Ｂは
図１に示したように排水たて管２１及び排水横引管２２
との接合部のエルボ形状と軸心がほぼ一致するような形
状に湾曲されている。先端１２ｂは排水横引管２２内に
延在し、前述した水のピストンＰが形成される範囲を越
えた所まで所定長分突出した形となっている。排水横引
管２２の他端はエルボ管２４を介して雨水たて管２３の
上端に接続されている。このように通気管１２を排水た
て管２１及び排水横引管２２の一部に導いたことによ
り、たて管基部１４での跳び水現象を防止することがで
きる。
【００１８】整流フィン１３は図１～図３に示したよう
にストレーナ１１の支持リング１１ｂ下面に所定の間隔
をあけて形成された略三角形状の曲面板状突起で、下端
に頂点が位置し、僅かに外面側に凸な形状をなしてい
る。この整流フィン１３により、ストレーナ１１を介し
てルーフドレン本体１０内に流入した雨水にルーフドレ
ンを上からみて左回り（反時計回り）回転を付与でき
（図２参照）、この結果、雨水は螺旋渦状をなして排水
たて管２１内壁に沿って誘導される。このとき雨水の排
水たて管２１内への流入速度はストレートに流入する場
合に比べて大幅に減少する。このときの図３に模式的に
排水たて管２１から排水横引管２２への流れを示した
が、図示したように螺旋渦状に排水たて管２１の管壁面
に沿って流下してくる雨水はそのままの渦流状態でスム
ースに排水横引管２２内に導かれるため、上述した跳び
水現象が一層確実に防止される。なお、整流フィン１３
の形状は排水たて管２１の管壁に沿って螺旋渦流を形成
できるようにするために種々の形状があることは明らか
であり、以上に説明した形状に限定されるものではな
い。
【００１９】図４は、図７に示した従来のコーナードレ
ン構造に、本発明による通気管１２を適用した例を示し
た説明図である。なお、図７に示したものと同一構成の
ものには同一符号を付して説明を省略する。図４に示し
たように本変形例では、ストレーナ６０から通気管３０
が突出した位置でさらにエルボ部３０ａを設けることに
より、通気管３０の上端を上方に向けるようにしてい
る。さらに、本変形例では図５（ａ）に示したように排
水横引管３１の内部を隔壁３２により上下２分割とし、
排水横引管３１内に通気スペース３３を一体的に画成し
ておき、この通気スペース３３と通気管３０の先端とを
接続管３５で接続するようになっている。この排水横引
管３１は別体の隔壁板３２を内挿固定して２区画を形成
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しても良いし、管成形時に管３１部分と隔壁３２とを一
体的に押出し成形等で成形しても良い。また、管の断面
形状としては、平板状の隔壁で区画せずに、同図（ｂ）
に示したように一部３６が一体化した小径管３７を管３
１の内部に設け、二重管構造３１、３７としても良い。
なお、通気管１２の頂部開口は、ステンレス網、樹脂製
網等で覆うようにし、落ち葉、ゴミ、虫等が通気管１２
内に入らないようにすることが好ましい。また、先端部
分を逆Ｕ字形に湾曲加工し、開口部を下向きにしても良
い。
【００２０】
【発明の効果】以上に説明したように、本発明によれ
ば、建物の屋上等に設置されたルーフドレン構造におい
て、大量の雨水が流入しても管内部での流入水による閉
塞等が確実に防止でき、スムースな排水を行うことがで
きるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるルーフドレン構造の構成を示した
部分断面図。
【図２】図１のストレーナをII-II線から示した矢視平
面図。
【図３】図１に示したルーフドレン構造の内部に流入し
た雨水の流れを模式的に示した部分断面斜視図。

【図４】ルーフドレン構造の変形例をコーナードレン構
造に適用した例を示した部分断面図。
【図５】図４の排水横引管のVa-Va断面線に沿って示し
た断面図。
【図６】従来のルーフドレン構造の一例を示した部分断
面図。
【図７】従来のルーフドレン構造の一例（コーナードレ
ン）を示した部分断面図。
【符号の説明】
１  屋上スラブ
１０  ルーフドレン本体
１１  ストレーナ
１２，３０  通気管
１２Ａ  上部直管
１２Ｂ  下部エルボ管
１３  整流フィン
２０  雨水排水系統
２１  排水たて管
２２，３１  排水横引管
２３  雨水たて管
３２  隔壁
３７  小径管

【図１】 【図２】

【図４】
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